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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、教授活動自己評価尺度－看護学講義用－を開発し、自己評価システムの有
効性を検討することである。看護学の講義における教員の行動を概念化した質的帰納的研究成果を基盤として、9下位
尺度36質問項目からなる5段階リカート型尺度を開発した。尺度は内的整合性および安定性による信頼性、内容的妥当
性および構成概念妥当性を確保している。また教授活動の質に関連する7特性を明らかにした。尺度活用による講義に
関する自己評価活動の結果は、看護学の講義における教授活動自己点検・評価システムが教授活動の改善に役立つこと
を示唆した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop the Self-Evaluation Scale of Teaching 
Behavior in Nursing Lectures (TBNL) and evaluate an effectiveness of the Self-Evaluation System of 
Teaching Behavior in Nursing Lectures. TBNL used a 5-point Likert scale, comprising 36 items classified 
into 9 subscales that were based on the findings of qualitative and inductive research that 
conceptualized faculty's behavior in nursing lectures. TBNL possessed good construct validity, high 
internal consistency reliability, and high stability. Seven attributes were significantly related to the 
quality of faculty's teaching behaviors in nursing lectures. The result of faculty's self-evaluation 
activities of their lectures based on using TBNL suggest that the Self-Evaluation System of Teaching 
Behavior in Nursing Lectures is useful for supporting an improvement of nursing lectures.

研究分野：看護教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
Faculty Development(以下、FD とする)
とは、個々の大学教員が所属大学における
種々の業務を達成するために必要な専門的
能力を維持し、改善するためのあらゆる方策
や活動をさす。近年、FD は普及してきてい
るが、それが教育力向上に十分つながってい
ないことが指摘され、教員への研修の活性化
と自己点検・評価の確実な実施が求められて
いる。社会のニーズや大学の理念に応じて卒
業時の学習成果を保証することは大学の使
命であり、そのために教員が、日々の授業の
内容や方法を自己点検・評価し改善できるシ
ステムを開発することは喫緊の課題である。 
看護基礎教育課程において用いられてい
る講義は、教員が事前に計画した思考の道筋
に即しながら、口述によって一定の知識内容
を正確に、体系的に、能率的に学習者に伝達
する授業の一形態であり、限られた年限の中、
体系化された看護学の知識や理論を体系
的・効果的に教授するために、講義は必要不
可欠な授業形態である。一方、講義は、学生
に対する知識や情報の一方的な注入になり
やすい、学習者が受け身になり能動的に思考
できないという欠点も持つ。 
 そのような特徴を持つ講義を魅力ある授
業にするために、教員自身が、自己の講義の
過程を査定し、改善できるシステムを開発で
きれば、講義の内容および方法を自律的に改
善できる。 
 
２．研究の目的 
(1)質的帰納的研究成果を基盤とした、教員に
よる自己評価のための尺度「教授活動自己評
価尺度－看護学講義用－」を開発する。 
 
(2)１を通して開発した教員による自己評価
のための尺度「教授活動自己評価尺度－看護
学講義用－」を用いて、講義における教授活
動の質の現状およびその質に影響を及ぼし
ている要素を解明する。 
 
(3)１、２の成果を基盤とし、「看護学の講義
における教授活動自己点検・評価システム」
を開発し、その有効性を検証する。 
 
３．研究の方法 
 施設内倫理審査委員会の承認を得て実施
した。 
(1)「教授活動自己評価尺度－看護学講義用
－」の開発 
 文献検討に基づき、尺度開発の理論的枠組
みを構築し、次のような過程を経て開発を目
指した。 
 
①質問項目の作成・尺度化とレイアウト 
 先行研究が明らかにした看護学の講義に
おける教員の行動を表す 14 概念を考察し、
講義の目標達成に向けて重要な行動を表す 9
概念を選定した。これら 9概念を下位尺度と

し、目標達成に向けて重要な行動を問う 63
質問項目を作成し、５段階リカート法を用い
て尺度化、レイアウトを行った。 
 
②専門家会議およびパイロットスタディに
よる内容的妥当性の検討 
 尺度の内容的妥当性を検討するため、専門
家会議を実施した。専門家会議の出席者は、
看護基礎教育機関に所属し、看護学の講義に
携わる教員 6名であり、9下位尺度 63 質問項
目の内容の妥当性、表現の明確性などを検討
し、尺度の教示文、下位尺度、質問項目の表
現を一部修正し、内容的妥当性を確保した。
次に、修正した尺度を用いて、便宜的に抽出
した教員 75 名を対象にパイロットスタディ
を実施した。その結果、返送のあった 17 名
（回収率 22.8％）のうち 16 名が全質問項目
に回答しており、63 質問項目が教員にとって
回答可能な内容であることを確認した。また、
特定の選択肢に回答が偏った質問項目は１
項目のみであり、選択肢が適切に設定され識
別力をもつことを確認した。 
 
③一次調査 
 質問項目の選択、選択した項目を用いて構
成した尺度の内的整合性、構成概念妥当性の
検討を目的とし、郵送法による一次調査を実
施した。 
 
1)測定用具 専門家会議およびパイロット
スタディに基づき修正した教授活動自己評
価尺度－看護学講義用－（63 項目）と特性調
査紙を用いた。特性調査紙は、教員の個人特
性を問う質問紙であり、専門家会議とパイロ
ットスタディを経て内容的妥当性を確保し
た。 
 
2)データ収集法 無作為抽出法により抽出
した大学、短期大学、専門学校約 300 校の教
育管理責任者に研究協力を依頼し、承諾の得
られた 116 校に所属する教員 1373 名に教育
管理責任者を通して質問紙を配布し、回収に
は教員が個別に投函する方法を用いた。 
 
3)分析方法 尺度の全質問項目に回答のあ
ったデータを分析対象とした。 
(a)教授活動自己評価尺度－看護学講義用－
（63 項目）および特性調査紙について記述統
計値（度数、範囲、平均、標準偏差）を算出
した。 
(b)各質問項目を除外した場合のα係数の変
化の確認、I-T 相関分析、項目間相関係数の
算出、因子分析を実施し、それらの結果に基
づき 36 項目を選択した。 
(c)選択した36質問項目を用いて構成した尺
度の内的整合性を検討するために、α係数を
算出した。また、構成概念妥当性を検討する
ために因子分析および既知グループ技法を
実施した。既知グループ技法の仮説を「教育
経験年数 20 年以上の者は 2 年以下の者より



も教授活動自己評価尺度－看護学講義用－
の得点が高い」とし、有意水準を 5％に設定
して平均値の差の検定を行った。 
 
④二次調査 尺度の安定性の検討を目的と
し、郵送法による二次調査を実施した。 
 
1)測定用具 一次調査と同様の測定用具を
用いた。 
 
2)データ収集法 一次調査に協力の意思を
示した教育機関から便宜的に抽出した大学、
専門学校に所属する教員 71 名に質問紙を配
布し、回収には教員が個別に投函する方法を
用いた。第 1回調査の 2週間から 1ヶ月後を
目処に第 2回調査を実施した。 
 
⑤分析方法 2 回の調査ともに、尺度の全質
問項目に回答のあったデータを分析対象と
し、総得点間の相関係数を算出した。有意水
準を 5％とした。 
 
(2)講義における教授活動の質の現状および
その質に影響を及ぼしている要素の解明 
 (1)「教授活動自己評価尺度－看護学講義
用－」の開発に用いた全国調査のデータを使
用した。また、全国調査時に、看護学の講義
における教授活動の質に関する文献検討お
よびこれまでの教育経験に基づき、看護学の
講義における教授活動の質に関係する可能
性のある特性を選定し作成した教員特性調
査紙を用いた。項目は、年齢、性別、所属、
職位、教育経験年数、臨床経験年数、研修受
講経験、科目責任の有無、講義担当回数、授
業評価経験等 34 変数であり、専門家会議と
パイロットスタディにより質問紙の内容的
妥当性を確保した。これらのデータを次のよ
うに分析した。 
 
①看護学の講義における教授活動の質の現
状を明らかにするために、教授活動自己評価
尺度の総得点・下位尺度・質問項目毎に記述
統計値を算出した。 
 
②看護学の講義における教授活動の質と関
係する可能性のある特性を説明変数、看護学
の講義における教授活動の質を目的変数と
し、相関係数の算出、t 検定、分散分析を行
った。関係のあった特性について重回帰分析
を行った。 
 
 (3)「看護学の講義における教授活動自己点
検・評価システム」の有効性検証とシステム
の普及 
 
①大学および専門学校において看護学の講
義を担当している教員 4名を対象に、教授活
動自己評価尺度－看護学講義用－を用いた
講義の自己評価を依頼した。 
 

②半構造化面接法を用いて、「どのように尺
度を使用したか」「尺度を使用して自己の教
授活動を評価し気づいたこと」「尺度の使用
後、教授活動が変化したか、変化した場合は、
その内容」「尺度の改善に向けた要望」に関
しデータを収集した。 
 
③面接内容を逐語録とし、教授活動自己評価
尺度－看護学講義用－の使用効果と課題等
に関する内容を抽出し、質的帰納的に分析し
た。 
 
４．研究成果 
(1)「教授活動自己評価尺度－看護学講義用
－」の開発 
返送された質問紙は 652 部（回収率 47.5％）
であり、このうち、講義の担当経験のない教
員からの回答を除外し、さらに全質問項目に
回答のあった 574 部を分析対象とした。 
 
①対象者の特性 
 対象者の性別は女性 574 名(95.3%)、男性
21 名(3.7％)、年齢平均 47.7 歳(SD7.9)、臨
床経験年数平均 11.3 年(SD7.7)、教育経験年
数平均 13.1 年(SD7.7)であった。所属は、大
学 124 名(21.6%)、短期大学 19 名(3.3%)、専
門学校 426 名(74.2%)であった。職位は大学・
短期大学の教授から助教・助手、専門学校の
副学校長から専任教員まで多様であった。専
門領域は基礎、成人、老年、母性、精神、地
域、在宅、管理等多様であった。 
 
②項目分析による質問項目の選択 
1)各質問項目を除外した場合のα係数の変
化の検討 63 質問項目により構成された尺
度全体のα係数は 0.970 であり、各質問項目
を除外した場合のα係数は、0.969から 0.971
の範囲であった。63 質問項目のうち、項目
53 を除外した場合に、尺度全体の値を 0.001
上回ったものの、その値はわずかであり、尺
度の内的整合性を脅かす項目がないと判断
した。 
 
2)I-T 相関分析 尺度の総得点と各質問項目
の得点との相関係数は、0.358 から 0.709 の
範囲であり、この結果は質問項目の中に尺度
の一貫性を損なう項目がないことを示した。 
 
3)項目間相関係数の算出 63 質問項目相互
の相関係数を算出した結果、0.028から 0.734
の範囲であった。質問項目の組み合わせ４組
から算出された相関係数が0.7以上を示した。
この 4 組について質問項目の内容を照合し、
類似性があると判断したため、いずれか一方、
計 4項目を削除した。 
 
4)天井効果と床効果の検討 項目得点の平
均に１SDを足した値が5を超える場合を天井
効果、項目得点の平均から１SD を引いた値が
１未満の場合を床効果とし、天井効果を示し



た２項目を削除した。 
 
5)因子分析 残る 57 質問項目に対して主因
子法によるプロマックス回転を用いた因子
分析を行い、9 因子解を求めた。先述した質
問項目選択の基準を用いて検討し、最終的に
36 項目を選択した。 
 以上の過程を経て、9下位尺度 36 質問項目
からなる尺度を構成し、教授活動自己評価尺
度－看護学講義用－を完成した。9 下位尺度
とは、【Ⅰ．目標達成に向けて講義計画の全
容を説明する】、【Ⅱ．知識を提供し看護を教
示する】、【Ⅲ．看護の知識を視覚化し確実に
伝える】、【Ⅳ．学生が発言しやすい場をつく
りだす】、【Ⅴ．学生の回答を査定し結果を伝
える】、【Ⅵ．目標達成度を査定し授業計画を
進行・変更する】、【Ⅶ．講義中の問題発生を
未然に防ぐと共に発生した問題に対処する】
【Ⅷ．学生が講義に集中できるよう誘導す
る】、【Ⅸ．予習・復習を推奨する】であった。 
 
③尺度の得点分布 教授活動自己評価尺度
－看護学講義用－の総得点は、73 点から 178
点の範囲にあり，平均 129.9 点（SD20.4）で
あった。Kolmogorov-Smirnov の正規性検定の
結果は、総得点が正規分布に従うことを示し
た（z=0.030, p=0.200）。 
 
④信頼性 
1)内的整合性 α係数は、尺度全体が 0.95、
各下位尺度が 0.71 から 0.83 の範囲にあった。
これは、開発した尺度が、尺度全体、各下位
尺度ともに内的整合性を確保していること
を示した。 
 
2)安定性 再テスト法の結果、第１回、第２
回の調査ともに返送された質問紙は21部（回
収率 29.6％）であり、これらは全て全質問項
目に回答があった。また、調査期間中に講義
における教授活動の質に強い影響を及ぼす
ような経験をした教員はいなかった。そのた
め、21 部を分析対象とした。その結果、第１
回調査と第2回調査の各総得点の相関整数は
0.77（p<0.001）であった。これは、開発し
た尺度が安定性を確保していることを示し
た。 
 
⑤妥当性 
1)構成概念妥当性 主因子法によるプロマ
ックス回転を用いた因子分析を行い、9 因子
解を抽出した。その結果，各下位尺度を構成
する４質問項目は，同一因子に 0.36 以上の
因子負荷量を示し、しかもそれが他の因子に
示す因子負荷量に比べ最も高い値であった。
これら 9 因子の因子相関係数は，0.42 から
0.67 の範囲にあった。また、教員経験年数
20 年以上の者と 2 年以下の者の 2 群に分け、
総得点の平均値の差を比較した。t 検定の結
果は、教育経験年数 20 年以上の者が 2 年以
下の者よりも教授活動自己評価尺度－看護

学講義用－の得点が有意に高いことを示し
た（t=- 4.27，p<0.001）。これらは、開発し
た尺度が構成概念妥当性を確保しているこ
とを示した。 
 
⑥尺度の活用可能性 
 教授活動自己評価尺度－看護学講義用－
の活用方法 看護学の講義を展開する教員
は、自己の教授活動がうまくいっていないと
感じたときや何らかの問題に直面したとき、
教授活動自己評価尺度－看護学講義用－を
用いて自己の教授活動を評価し、課題を具体
的に把握することができる。評価の結果、得
点の高い下位尺度は、講義の目標達成に向け
て効果的に教授活動を行えている側面を示
す。一方、得点の低い下位尺度は、改善を要
する教授活動を表し、教員は、得点の低い質
問項目が示す行動を意図的に行うことによ
り、自己の教授活動を改善することができる。 
 
(2)講義における教授活動の質の現状および
その質に影響を及ぼしている要素の解明 

①看護学の講義における教授活動の現状 

 尺度の総得点は 73 点から 178 点の範囲に
あり平均 129.9 点(SD20.3)、各下位尺度の得
点は 13.5 点から 15.5 点の範囲にあり平均
14.4 点であった。最も得点の高かった下位尺
度は、[知識を提供し看護を教示する]15.5 点
であり、次いで[目標達成に向けて講義計画
の全容を説明する]14.8 点、[看護の知識を視
覚化し確実に伝える]14.8 点、[学生の回答を
査定し結果を伝える]14.5 点、[講義中の問題
発生を未然に防ぐと共に発生した問題に対
処する]14.5 点、[学生が発言しやすい場をつ
くりだす]14.3 点、[予習・復習を推奨す
る]14.1 点、[学生が講義に集中できるよう誘
導する]14.0 点、[目標達成度を査定し授業計
画を進行・変更する]13.5 点であった。 
結果は学生の興味関心を引き出し自己学
習につなげたりする側面の教授活動の質を
高める重要性を示唆した。また、最低限教授
する必要のあるミニマムエッセンシャルズ
を明確にすると共に、形成的評価を取り入れ、
学生の理解状況に応じて課題を提示する、次
回の授業時に復習する等の教授活動を取り
入れていく必要性を示唆した。 
 
②看護学の講義における教授活動の質に関
係する教員特性 
看護学の講義における教授活動の質に有
意な関係のあった特性は、34 変数中 19 変数
であった。19 変数とは、大学に勤めている、
教授・准教授である、博士・修士の学位を取
得している、教育経験年数が長い、専門領域
と講義の領域が一致している、科目責任者で
ある、看護教育にやりがいを感じている、看
護教育・看護教育学・教育一般に関わる研修
を受講している、ロールモデルがいる、周囲
からサポートを十分に受けている、講義内容
に関する学習を十分にしている、講義におけ



る教授活動を客観的に評価している、評価結
果を活用して講義を改善している、職場での
コミュニケーションを十分にとっている、学
生との日常的なコミュニケーションを十分
にとっている、学会によく参加している、論
文をよく抄読しているであった。 
これら 19 変数を説明変数としステップワ
イズ法による重回帰分析を実施した結果、担
当講義の内容に関する学習の程度(β=0.321、
p=0.000)、講義改善への取り組みの程度(β
=0.163、p=0.004)、最終学歴(β=0.207、
p=0.000)、客観的な指標を用いた講義評価の
程度(β=0.130、p=0.019)、学生とのコミュ
ニケーションの程度(β=0.129、p=0.016)、
看護教育に関する研修参加の有無(β=0.112、
p=0.038)、科目責任の有無(β=0.105、
p=0.047)の７変数によって分散の 34.9％を
説明できた(R=0.606 調整済み R２=0.349、
F=19.283、p=0.000)。 
 看護学の講義における教授活動の質向上
に向けて看護教育および講義内容に関する
学習に加え客観的な自己評価および日常的
な学生とのコミュニケーションを授業改善
に活かしていく重要性が示唆された。 
 
③「看護学の講義における教授活動自己点
検・評価システム」の有効性検証とシステム
の普及 
 大学の教員 2名、専門学校の教員 2名に対
して、半構造化面接法を用いてデータを収集
した。面接時間は平均 47 分であった。 
 面接内容を質的帰納的に分析した結果、教
員 4 名全員が、「尺度使用による自己の教授
活動の傾向把握」「教授活動改善の方向性発
見」「客観的指標を用いた自己評価の重要性
実感」をしており、看護学の講義における教
授活動自己点検・自己評価システムの効果が
示唆された。一方、「教授活動改善への示唆
に基づく改善と改善困難」「講義改善に向け
た時間確保困難」が抽出された。これらは、
次の講義から活用できる改善点と経験の累
積が必要な改善点があり、問題の性質を見極
めて対応していく重要性を示唆した。 
 「看護学の講義における教授活動自己点
検・評価システム」の普及に向けて、「教授
活動自己評価尺度－看護学講義用－」を著書
に公表した。 
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